
施策評価シート（平成27年度評価実施） 担当部課名 関連部課名

美しい自然を未来につなぐまちづくり【環境・生活基盤】

環境衛生

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●市民のペットの飼い方のモラルが向上し、清潔で快適なまちになっています。

●高齢化社会を迎え、新しい斎場で良質なサービスが提供されています。

◆具体化した施策の取り組み実績

1　畜犬登録・狂犬病予防接種の促進

2　斎場の効率的な運営

3　墓地環境整備の推進

4　感染症への危機管理体制の推進

  

項目 平成26年度実績

感染症対策協議会の設置

新型インフルエンザ等の対策

の実施に関する「行動計画」

の策定

墓地環境整備事業の助成 2件 　564,000円

項目 平成26年度実績 平成28年度計画

産業環境部

環境清掃課

産業振興部農林水産課

市民福祉部健康推進課

基本目標

施策名

507,700,000円

斎場運営業務委託  37,995,014円

新斎場整備事業

 3,801頭

平成27年度実績 平成28年度計画

狂犬病予防注射    3,824頭 4,000頭

項目 平成26年度実績

平成27年度実績

ポイ捨てなどのない美しいまちにするために、市民や事業者、学校、行政の協働による環境美化活動を推進します。

斎場や墓地については、既存施設の効率的な運営及び周辺の環境との調和に配慮した施設整備の取組を推進しま

す。

動物ふれあい教室 5回　276人 7回　291人 6回　210人

項目 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度計画

96,748,652円 608,494,000

平成27年度実績 平成28年度計画

35,563,758円

1件 　418,000円

12,555,000

-

-

3件 　900,000円

 



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

◆指標の分析
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施策の

進捗状況

Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

高齢化社会へ向かうことにより、ペットの飼養は今後も増えてくると考えられ、ペットの飼い

方や犬の登録・狂犬病予防注射の必要性を啓発して市民のモラルの向上を図っていくこ

とが必要である。また、斎場については、一部事務組合での運営管理となるため、組合構

成市町でしっかり連携し市民サービスの向上に努めていくことが必要である。

目標値

90.0 90.0 90.0

将来目標

90.0

指標名 区分 平成26年度

予防注射接種率

平成27年度 平成28年度

組合移行

実績値

１日当たりの火葬件数

目標値

82.8 82.3 - 平成34年度

3.7件 3.8件

3.4件 3.5件

組合移行

   

組合移行

１日当たりの火葬件数

（火葬件数/斎場年間会場日数）×100

 

実績値

 　  

　

目標値

Ｂ：一部見直しが必要である。

コメント

実績値

組合移行

◆狂犬病予防注射の接種率は、平成27年度においては82.3％で、例年82.0％以上を保持している。しかし、死亡に

よる手続きの遅れや届出忘れなどにより、一部には狂犬病予防注射を受けていない飼い主が出ている現状にある。

◆1日当たりの火葬件数については、高齢化に伴い、年々増加傾向にある。平成２８年７月１３日からは、組合斎場と

なる。

◆狂犬病予防法に基づき生後90日を経過した犬を対象に狂犬病予防注射を実施しているが、未登録犬の飼い

主に対しては、実施内容の通知が出来ない状況であり、狂犬病予防注射を行っていない飼い主もいる。また、登

録犬についても狂犬病予防注射を行っていない飼い主もいるので、接種率の低下が心配される。

◆火葬業務については、民間委託により利用者へのサービスの向上と経費削減、事務の効率化が図られている

が、年々増加する火葬に対してしっかりと対応できる体制が必要である。新斎場は組合斎場となる。

指標名 説明・考え方

予防注射接種率

（予防注射接種頭数/登録頭数）×100

狂犬病予防注射の接種率の向上に加え、未登録者に対し、犬の登録・狂犬病予防接種

の周知徹底を図る必要がある。また、斎場業務は、地域住民において欠くことのできない

行政サービスであり、施設整備に加え、一部事務組合への円滑な事務移管を進めてい

く。

コメント

部長評価

◆狂犬病予防注射の未接種犬の所有者に対して、狂犬病予防注射の接種の督促のはがきを送付して予防注射

接種率の向上を図る。また、死亡による手続きの遅れや届出忘れなどにより、一部には狂犬病予防注射を受けて

いない飼い主が出ている現状にあることから、今後は手続きに対する啓蒙を強化すること、飼い主は、できる限り

その動物が命を終えるまで適切に飼養すること(終生飼養)とし、むやみに繁殖させることのないように不妊去勢手

術などをすること、近年のペットブームから飼い犬の数の増加が予想されることから、登録制度・飼い方に関するマ

ナーの向上の周知・指導を徹底していく必要がある。

◆施設の老朽化や火葬件数が年々増加する中で、現斎場を稼動させながら同一敷地内に新斎場を建設してき

た。平成28年7月１３日組合斎場として供用開始をした。今後は幸田町と連携し、良質な市民サービスが保たれる

よう進めていく必要がある。

課長評価

構成事業の

進捗状況

Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

施策の

進め方



施策に属する事務事業一覧

4-4

環境清掃課

298

犬登録狂犬病予防事業

1,502 1,965 0.45 Ｂ

ア

－ ×

4-4

環境清掃課

299

斎場運営事業

37,803 4,481 0.80 Ａ

カ

－ ○

4-4

環境清掃課

300

墓地環境整備事業

1,094 1,208 0.20 Ｂ

オ

－ ×

人工

総合

評価

事業の

種別

市長

ﾏﾆﾌｪｽﾄ

実施

計画

総合

計画

所管課

番号 事　　業　　名

人件費を除く

事業費(千円)

人件費

(参考)

(千円)


